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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
壁面等の設置基部への取り付け基体から突設される一対の水平翼片間に架設される軸棒に
より基端部が水平回転自在に水平翼片間に挟まれて枢支される手摺体を有し、
　手摺体基端部には手摺体中央部に配置された操作部のスライド動作を直交方向の運動に
変換する運動方向変換機構を介して水平翼片対向面から直交方向に進退操作可能で、水平
翼片に対して密接して形成されるブラケットによりカバーされるロックピースが設けられ
、
　前記操作部はスライド操作により手摺体内を挿通して前記ロックピースを進退動させる
ロックピース操作手段を操作可能であり、
　かつ、操作部にはロックピース操作手段を手摺体外に引き出すために手摺体に開設され
た引き出し用長孔を常に覆う筒部が設けられ、
　前記ロックピースを、ブラケット内で異物の噛み込みを防止して手摺体基端部の水平翼
片対向面から進退させ、上方または下方のいずれかの水平翼片に前記軸棒の中心に対して
放射状に設けられた複数の嵌合凹部の一に嵌合させて手摺体を所定の回転角度姿勢に保持
可能な手摺装置。
【請求項２】
前記ロックピースは手摺体の回転径方向に長い矩形断面形状を有する請求項１記載の手摺
装置。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は手摺装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
手摺体を水平回転自在とした手摺装置としては、実公平２－３３５８号公報に記載された
ものが知られている。この従来例において、手摺装置は壁面等の設置基部に固定される取
り付け基体と、基端部が取り付け基体に対して水平方向に回転自在に枢支される手摺体と
を有する。手摺体を所定の回転角度、例えば便器等に沿う使用回転位置と、設置基部に沿
う不使用回転位置に維持させるために、手摺体の基端部にはストッパが配置される。スト
ッパは手摺体の中央部に配置した操作用把手の操作により進退操作可能であり、取り付け
基体に設けられた切欠に係合して手摺体の回転を禁止する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上述した従来例は切欠、およびストッパが外部に露出しているために、見栄えが
悪いうえに、異物の噛み込み等が生じやすいという欠点がある。かかる欠点を解消するた
めに、切欠とストッパを適宜のカバーにより覆うことも可能であるが、ストッパは手摺体
の長手方向に駆動されて取り付け基体側の切欠に側方から係合するものであるから、手摺
体の回転中心から外側に係合解除操作のためのスペースが必要であり、回転軸回りが不必
要に大きくなってしまう。
【０００４】
また、ストッパを操作するための操作杆は手摺体内を挿通して該手摺体に開設された長孔
から手摺体外部に引き出され、先端に操作用把手を固定する構造をとるために、長孔と操
作杆の引き出し部との間には隙間があり、操作用把手を操作している最中に指等を挟むお
それがある。
【０００５】
本発明は以上の欠点を解消すべくなされたもので、全体としてコンパクトで、かつ、安全
性に優れた手摺装置の提供を目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明によれば上記目的は、
　壁面等の設置基部１への取り付け基体２から突設される一対の水平翼片３間に架設され
る軸棒１１により基端部が水平回転自在に水平翼片３間に挟まれて枢支される手摺体４を
有し、
　手摺体４基端部には手摺体４中央部に配置された操作部５のスライド動作を直交方向の
運動に変換する運動方向変換機構を介して水平翼片３対向面から直交方向に進退操作可能
で、水平翼片３に対して密接して形成されるブラケット４ｂによりカバーされるロックピ
ース６が設けられ、
　前記操作部５はスライド操作により手摺体４内を挿通して前記ロックピース６を進退動
させるロックピース操作手段８を操作可能であり、
　かつ、操作部５にはロックピース操作手段８を手摺体４外に引き出すために手摺体４に
開設された引き出し用長孔９を常に覆う筒部１０が設けられ、
　前記ロックピース６を、ブラケット４ｂ内で異物の噛み込みを防止して手摺体４基端部
の水平翼片３対向面から進退させ、上方または下方のいずれかの水平翼片３に前記軸棒１
１の中心に対して放射状に設けられた複数の嵌合凹部７の一に嵌合させて手摺体４を所定
の回転角度姿勢に保持可能な手摺装置を提供することにより達成される。
【０００７】
手摺体４は基端部が取り付け基体２から突設される一対の水平翼片３、３により上下方向
から挟み付けられるようにして配置され、該水平翼片３に水平回転自在に枢支される。手
摺体４の水平翼片３対向面、すなわち、基端部の天井面、または底面は手摺体４の回転操
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作中に常に水平翼片３に正対しており、当該対向面にロックピース６を配置することによ
り、本来の回転のためのスペース以外に係合のためのスペースを要しない。
【０００８】
したがって本発明において、取り付け基体２を不必要に大きくする必要がなくなり、コン
パクトですっきりした外観を得ることができる。また、対向面に配置されるロックピース
６は常に水平翼片３に対峙して該水平翼片３に隠れているために、外部に露出することが
なく、異物の噛み込み等が防止できる上に、過って指等を挟むことがなくなる。
【０００９】
また、請求項２に係る発明のように、ロックピース６を手摺体４の回転径方向に長い矩形
断面形状に形成した場合には、剪断方向の断面積が大きくなるために、ロック強度を高め
ることができる。
【００１０】
　さらに、操作部５はスライド操作により手摺体４内を挿通して前記ロックピース６を進
退動させるロックピース操作手段８を操作可能であり、かつ、操作部５にはロックピース
操作手段８を手摺体４外に引き出すために手摺体４に開設された引き出し用長孔９を常に
覆う筒部１０が設けられる。
【００１１】
ロックピース操作手段８は、例えば図４に示すように、手摺体４内部を挿通する連結ロッ
ド８ａと、操作部５のスライド操作による連結ロッド８ａのスライド動作を直交方向の運
動に変換する適宜の運動方向変換機構により構成できる。連結ロッド８ａ等を操作するた
めには、該連結ロッド８ａ等を手摺体４の外部に引き出す必要があり、このために、手摺
体４には引き出し用長孔９が開設される。本発明において、操作部５の筒部１０は操作部
５のスライド位置に関わらず常に上記引き出し用長孔９を覆い隠しており、過って指等が
挟まれることを確実に防止する。
【００１２】
【発明の実施の形態】
手摺装置は図１～４に示すように、壁面等の設置基部１に固定される取り付け基体２に手
摺体４を連結して構成される。取り付け基体２は設置基部１に固定される固定片２ａの上
下端縁から一対の水平翼片３、３を前方、すなわち、設置基部１からの突出方向に向けて
張り出して形成され、下方の水平翼片３には後述する軸棒１１の中心に対して放射状に複
数の嵌合凹部７、７・・が設けられる。この実施の形態において嵌合凹部７は表面から裏
面に貫通する孔として形成されているが、底壁を有する単なる凹みとして形成することも
できる。また、嵌合凹部７は上方の水平翼片３に形成することもできる。
【００１３】
手摺体４はＵ字形状に屈曲された中空の手摺杆４ａと、該手摺杆４ａの後端に固定される
ブラケット４ｂとからなる。ブラケット４ｂは円柱状の軸部４ｃの上下端に円柱状の翼片
対応部４ｄを備え、上記水平翼片３間に架設される軸棒１１により水平回転自在に枢支さ
れる。また、ブラケット４ｂにはブラケットカバー４ｅが装着される。なお、図３におい
て４ｇは軸棒１１の挿通孔を示す。
【００１４】
上記ブラケット４ｂの下方の翼片対応部４ｄにはロックピース６が配置される。ロックピ
ース６は矩形断面形状を有するピース状部材であり、下端には嵌合凹部７への嵌合動作を
円滑にするためのアール面６ａが取られる。また、ロックピース６の側壁面には前方に行
くにしたがって漸次高さの低くなるガイド長孔６ｂが設けられる。このロックピース６は
翼片対応部４ｄに形成されるピースガイド壁４ｆとカバー片１２によりガイドされて上下
方向に摺動自在に装着される。
【００１５】
上記ロックピース６を翼片対応部４ｄの底壁部から進退操作するために、手摺体４内部に
はロックピース操作手段８が配置される。ロックピース操作手段８は、先端を直角に折り
曲げて係止部８ｂとした連結ロッド８ａと、手摺杆４ａ内に挿入されるインナーガイド８
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ｃとを有する。係止部８ｂがロックピース６のガイド長孔６ｂに挿入される連結ロッド８
ａの他端部は手摺杆４ａ内を挿通して手摺杆４ａ中央部に至り、インナーガイド８ｃに連
結される。また、手摺杆４ａ内部にはスプリングベース１３が配置される。スプリングベ
ース１３は連結ロッド８ａに連結され、スプリングベース１３と翼片対応部４ｄとの間に
引っ張りスプリング１４を装着することによりインナーガイド８ｃを後方に付勢する。図
４（ａ）、および図５（ａ）に示すロックピース６の飛び出し状態から引っ張りスプリン
グ１４の反力に抗してインナーガイド８ｃを前方に移動させて連結ロッド８ａを前方（図
４（ａ）、（ｂ）、図５（ａ）における矢印Ａ方向）に動かすと、ロックピース６はガイ
ド長孔６ｂが連結ロッド８ａの係止部８ｂによって上方に引き上げられ、図５（ｂ）に示
すように、翼片対応部４ｄ内に収納される。上記ロックピース６はブラケット４ｂ内に、
ロックピース操作手段８はブラケット４ｂ、および手摺杆４ａ内に配置され、外部に露出
しない。
【００１６】
上記インナーガイド８ｃを手摺体４外部から操作するために、手摺体４には操作部５が配
置される。操作部５は、手摺杆４ａを外嵌する筒部１０と、筒部１０の中央部から上方に
突出する握り部５ａとを有する。この実施の形態において、操作部５は手摺杆４ａを挟ん
で左右に分割される一対の分割片５ｂ、５ｂを連結して形成され、分割片５ｂの連結状態
において形成される握り部５ａの上端にカバー５ｃが被せられる。操作部５の筒部１０と
インナーガイド８ｃとは、手摺杆４ａ側方に開設された引き出し用長孔９を貫通する連結
ピン１５により連結され、操作部５の操作によりインナーガイド８ｃを動かすことができ
る。引き出し用長孔９の長さは操作部５の移動ストロークに一致しており、操作部５の筒
部１０は操作部５が前方側、および後方側のストローク終端にある場合でも引き出し用長
孔９を完全に覆い、外部に露出しない長さに形成される。
【００１７】
したがってこの実施の形態において、操作部５を引っ張りスプリング１４の反力に抗して
前方側にスライドさせると連結ピン１５が引き出し用長孔９に沿って移動し、インナーガ
イド８ｃ、および該インナーガイド８ｃに連結される連結ロッド８ａが前方側に移動する
。連結ロッド８ａの前方への移動により連結ロッド８ａの係止部８ｂはロックピース６を
上方に引き上げ、該ロックピース６の嵌合凹部７との係合を解除する。この状態で手摺杆
４ａは軸棒１１回りの回転が許容され、適宜の回転位置で操作部５への操作力を解除する
と、引っ張りスプリング１４の復元力によりスプリングベース１３は原位置に復帰し、ス
プリングベース１３に連結された連結ロッド８ａ、および操作部５も原位置に復帰する。
連結ロッド８ａの復帰に伴って、ロックピース６は再び下方に押し下げられて取り付け基
体２の嵌合凹部７に嵌合し、その後の手摺体４の回転を禁止する。
【００１８】
ロックピース６は手摺体４の回転径方向に長く、無理な回転操作力を加えた場合に発生す
る剪断力に対しては十分な断面積を有するために、十分な強度が得られる。また、ロック
ピース６は手摺体４の水平翼片３対向面から上下方向に進退して嵌合凹部７に係脱するた
めに、径方向に余分なスペースを必要としない。さらに、操作部５の筒部１０はいずれの
摺動ストローク終端においても手摺杆４ａの引き出し用長孔９を覆い、かつ、ロックピー
ス６、およびロックピース操作手段８は手摺体４内に収容されて外部に露出しないために
、過って指等を挟むことがない。
【００１９】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明によれば、全体としてコンパクトで、かつ、安全
性に優れた手摺装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を示す図で、（ａ）は側面図、（ｂ）は底面図、（ｃ）は（ｂ）の要部拡
大図である。
【図２】手摺体の分解斜視図である。
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【図３】ブラケットの要部拡大斜視図である。
【図４】ロックピース操作手段を示す図で、（ａ）は図１（ｂ）の４Ａ－４Ａ線断面図、
（ｂ）は図４（ａ）の４Ｂ－４Ｂ線断面図である。
【図５】ロックピースの動作を示す図で、（ａ）は嵌合凹部への係合状態を示す図、（ｂ
）は嵌合凹部との係合解除状態を示す図である。
【符号の説明】
１　　　　設置基部
２　　　　取り付け基体
３　　　　水平翼片
４　　　　手摺体
５　　　　操作部
６　　　　ロックピース
７　　　　嵌合凹部
８　　　　ロックピース操作手段
９　　　　引き出し用長孔
１０　　　筒部

【図１】 【図２】
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【図５】
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